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り傾斜変換線がはっきりしないが約 10 ｍと推定される。連接部は標高 22.25 ｍ、前方部







































築造されている。全長約 46 ｍ、後円部直径 26.5m、後円部比高約４ｍ、前方部長さ 26 ｍ
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古墳南側の道路から後円部墳頂を望む
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　2011 年３月９日午後、古墳上で夏の発掘調査の打合せをしている時に大震災の前触れ
となる大きな地震に遭遇しました。私どもは９日のうちに仙台にもどりましたので、被災
を免れましたが、お世話頂いた地域の皆様が東日本大震災で被災されたことを知り、胸が
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後円部墳頂から前方部
前方部全景
